あやめが丘地区　地区計画のチェックリスト
届出者　　住　所　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話

（留意事項）

1． 下記の内容を図面等により確認してください。

2． 審査欄は、記入しないでください。

3． 正本のみに添付してください。（副本に添付はいりません）

4． 詳細については、都市計画課へお問い合わせください。

	№
	項　　目
	内　　　　　　　容
	確認欄
	審査欄

	１
	開発
	地区計画の区域は、別添図に示すとおりとする。
	
	

	２
	建築物の用途
	一戸建住居専用住宅、医院（獣医院を除く）、併用住宅、及び良好な住環境を阻害しない店舗併用住宅、公益上必要な建築物とする。店舗面積については、延べ床面積の1/2以下とする。また、二世帯住宅は良好な住環境を阻害しないものとする。
	
	

	３
	敷地の規模等
	建築物の敷地面積の最低面積は、２００㎡とする。
	
	

	４
	壁面の位置
	建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から隣地境界線までの距離は1.2ｍ以上とする。また、道路境界線までの距離は1.7ｍ以上とする。ただし、次のいずれかに該当する場合はこの限りではない。

1 付属建築物において、軒先の高さが2.3ｍ以下で、かつ、床面積の合計が５㎡以内であるもの。

2 外壁で囲まれていないオープンなカーポート及びポーチの部分。

3 地盤面から上方に垂直距離が60ｃｍ以上で、かつ、その張り出し部分が外壁面より45cm以内の出窓等。
	
	

	５
	建築物の高さ
	建築物の各部分の高さは次に掲げるもの以下とする。

1 １０ｍ
2 当該部分から前面道路の反対側の境界線までの水平距離に1.25を乗じて得たもの。
(B地区はこの限りではない)
3 当該部分から前面道路の反対側の境界線又は隣地境界線までの真北方向の水平距離に1.25を乗じて得たものに5ｍを加えたもの。(B地区はこの限りではない)
	
	

	６
	建築物の意匠
	1 建築物の外壁及び屋根の色は、地区の環境に調和した落ちつきのある色調とする。

2 建築物に表示する広告、看板類は刺激的な色彩又は装飾を用いることにより、美観風致を損なう恐れがないものとする。
	
	

	７
	垣又は柵の構造
	1 道路境界に設ける柵は、風致を損なわないよう生け垣又は開放的フェンスとする。また、敷地境界又は敷地内に設ける柵は開放的フェンスとする。
2 ブロック塀は防災上危険であるので禁止する。ただし、土留めを除く。
	
	


